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　去る11月２日（日）、３日（月・祝）の２
日間、さいたま市の埼玉会館にて、第43回
となる私学文化祭が開催された。写真部が
県知事賞を受賞するなど、例年以上に様々
な結果を残してくれた各参加団体に、発表
や作品に対する思いを聞いてみた。

科
学
部

		

私
学
文
化
祭
で
は
、
第
一
席

の
県
知
事
賞
、
第
二
席
の
埼
玉

県
教
育
委
員
会
教
育
長
賞
と
優

秀
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。
今
回

の
受
賞
は
、
部
員
全
員
が
作
品

に
真
剣
に
向
き
合
っ
た
結
果
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。
今
後
も
優
れ
た
作
品
を
た
く
さ

ん
作
り
、
後
輩
に
も
良
い
結
果
を
残
し
て
い
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
　
（
三
の
十
　
清
水
　
祐
甫
）

　
美
術
部
に
と
っ
て
校
外
展
示

の
場
で
あ
る
私
学
文
化
祭
へ
の

参
加
は
、
良
い
経
験
に
な
り
ま

し
た
。
長
期
に
渡
り
作
品
制
作

へ
取
り
組
み
、
良
い
作
品
を
造

る
た
め
部
員
そ
れ
ぞ
れ
努
力
し

ま
し
た
。他
校
の
作
品
を
見
て
、

吸
収
し
た
良

い
点
を
、
自

分
の
成
長
に

繋
げ
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
一
の
七

吉
田
　
光
甫
）

写
真
部

美
術
部

　　
「
書
道
」
と
い
う
芸
術
で

繋
が
る
仲
間
。
互
い
に
切
磋

琢
磨
し
合
う
ラ
イ
バ
ル
。
私

は
そ
ん
な
仲
間
た
ち
の
作
品

を
見
て
、
刺
激
を
受
け
ま
し

た
。
白
と
黒
の
二
色
し
か
な

い「
文
字
の
世
界
」を
い
か
に
美
し
く
見
せ
る
の
か
、

と
い
う
課
題
の
も
と
、
努
力
を
重
ね
、
圧
倒
的
な
表

現
力
で
見
る
人
を
感
動
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
な
表
現
者

に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
二
の
十
　
杉
田
　
さ
く
ら)

書
道
部

　
私
学
文
化
祭
で
は
、
目
標
に

向
っ
て
努
力
す
る
こ
と
や
、
仲

間
を
思
い
や
る
こ
と
の
大
切
さ

を
学
び
、
ダ
ン
ス
を
通
し
て
自

分
た
ち
を
表
現
で
き
た
こ
と
を

嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。
舞
台
は

緊
張
し
ま
す
が
、
成
長
の
場
と

も
な
る
の
で
、
自
信
を
持
っ
て
踊
れ
る
よ
う
に
今
後

も
練
習
に
励
み
た
い
で
す
。（
二
の
六
　
尾
嵜
　
里
奈
）

		

僕
は
今
回
『
共
に
成
長
し
ま

す
。
ミ
ョ
ウ
バ
ン
と
私
』
と
い

う
研
究
を
出
展
し
、
ポ
ス
タ
ー

展
示
と
口
頭
発
表
の
審
査
を
受

け
、
佳
作
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

数
ヶ
月
間
の
研
究
は
大
変
で
し

た
が
、
根
気
強
く
努
力
し
た
結

果
だ
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
研

究
に
励
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

（
二
の
七
　
丸
山
　
龍
彦
）

【

野

球

部

】

▼
秋
季
北
部
地
区
予
選

一
回
戦

　

１
―
０	

上

尾

代
表
決
定
戦

　

３
―
４	

正
智
深
谷

【
サ
ッ
カ
ー
部
】

▼
Ｕ
―
18

　

サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ

　
　
　

北
部
２
部

　

０
―
２	

鴻

巣

　

３
―
１	

児

玉

　

１
―
１	

秩
父
農
工

　

３
―
０	

本

庄

【
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
】

▼
北
部
支
部
予
選

準
優
勝

　

91
―
43	

松
山
高
校

　

77
―
74	

熊
谷
高
校

　

75
―
76	

東
京
農
大
三
高
校

▼
埼
玉
県
新
人
大
会

　
　
　
　

北
部
支
部
予
選

ベ
ス
ト
５

深
町	

裕
次
郎
（
二
の
九
）

【
女
子
バ
レ
ー
部
】

▼
平
成
26
年
度　

　

北
部
地
区　

選
抜
選
手

関
口	

愛
理
（
二
の
七
）

【
男
子
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
部
】

▼
埼
玉
県
大
会　

新
人
戦

（
個
人
）
ベ
ス
ト
32

関
口	

達
也
（
二
の
四
）

森	

祥
吾
（
二
の
六
）

【
女
子
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
部
】

▼
埼
玉
県
大
会　

新
人
戦

（
個
人
）
ベ
ス
ト
32

島
田	

知
香
（
二
の
三
）

増
田	

雅
（
一
の
八
）

【
男
子
硬
式テニ

ス
部
】

▼
埼
玉
県
大
会　

新
人
戦

（
個
人
）　

ベ
ス
ト
８　

笹
掛	

光
希（
一
の
十
一
）

三
浦	

大
我（
一
の
九
）ペ
ア

（
団
体
）
ベ
ス
ト
８

［
メ
ン
バ
ー
］

(

シ
ン
グ
ル
ス)

笹
掛
・
三
浦
・

倉
澤	

本
記
（
二
の
Ｉ
二
）

（
ダ
ブ
ル
ス
）

山
下	

悟
輝（
二
の
Ｉ
二
）・

酒
井	

悠
希（
一
の
Ｉ
二
）ペ
ア

丸
茂	

喬
文（
二
の
四
）・

湯
澤	

拓
哉（
二
の
九
）	

ペ
ア

【
女
子
陸
上
部
】

▼
県
高
校
新
人
大
会

女
子
団
体
総
合　

３
位

400
ｍ
Ｈ　

優
勝

山
田	

夏
葵
（
二
の
九
）

3000
ｍ　

優
勝

宮
坂	

朋
実
（
一
の
三
）

1500
ｍ　

３
位

新
井	

萌
華
（
一
の
三
）

や
り
投　

２
位

古
川	

杏
奈
（
一
の
十
二
）

5000
ｍ
競
歩　

７
位

木
下	

礼
菜
（
二
の
八
）

円
盤
投　

３
位

ハ
ン
マ
ー
投　

優
勝

阿
久
津	

実
夏
（
二
の
九
）

４
×
100
ｍ
リ
レ
ー　

３
位

根
岸	

絵
里
菜（
一
の
九
）

平
野	

愛
子（
一
の
十
一
）

河
田	

彩
花（
一
の
九
）

山
田	

夏
葵

４
×
400
ｍ
リ
レ
ー　

３
位

根
岸
・
平
野
・
古
川
・
山
田

▼
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス
大
会

女
子
ジ
ュ
ニ
ア

走
幅
跳　

９
位

田
島	

咲
華
（
三
の
七
）

や
り
投　

11
位

平
岡	

麻
由
美
（
三
の
十
一
）

女
子
ユ
ー
ス

400
ｍ
Ｈ　

４
位

山
田	

夏
葵

ハ
ン
マ
ー
投　

８
位

阿
久
津	

実
夏

▼
関
東
高
校
選
抜
新
人
大
会

3000
ｍ　

優
勝

宮
坂	

朋
実

400
ｍ
Ｈ　

優
勝

山
田	

夏
葵

や
り
投　

３
位

古
川	

杏
奈

円
盤
投　

７
位

阿
久
津	

実
夏

1500
ｍ　

８
位

新
井	

萌
華

４
×
400
ｍ
リ
レ
ー　

８
位

根
岸
・
平
野
・
河
田
・
山
田

４
×
100
ｍ
リ
レ
ー　

５
位

根
岸
・
平
野
・
河
田
・
山
田

【
男
子
陸
上
部
】

▼
県
北
高
校
新
人
大
会

や
り
投　

優
勝

110
ｍ
Ｈ　

４
位

山
口	

峻
平
（
二
の
九
）

1500
ｍ　

15
位

坂
本	

雅
貴
（
二
の
八
）

【

剣

道

部

】

▼
北
部
支
部
高
校

　
　
　
　

剣
道
新
人
大
会

（
男
子
団
体
）

ベ
ス
ト
８

［
メ
ン
バ
ー
］

岩
﨑	

輝　
（
一
の
十
一
）

長
島	

誉
弥
（
一
の
九
）

田
中	

宥
貴
（
一
の
八
）

新
井	

涼
平
（
一
の
十
一
）

北
堀	

瑞
樹
（
一
の
三
）

【

柔

道

部

】

▼
秋
季
北
部
支
部

　
　
　

高
校
柔
道
大
会

（
個
人
）

73
㎏
級　

優
勝

湯
浅	

和
真
（
二
の
九
）

90
㎏
級　

優
勝

後
藤	

渉
（
二
の
八
）

66
㎏
級　

第
３
位

滝
澤	

智
哉
（
二
の
八
）

佐
藤	

紀
晶
（
一
の
十
二
）

73
㎏
級　

第
３
位

角
田	

澪
旺
（
一
の
十
）

81
㎏
級　

第
３
位

細
田	

悠
輔
（
一
の
九
）

100
㎏
級　

第
３
位

兜
森	

壮
馬
（
一
の
八
）

100
㎏
超
級　

第
３
位

根
岸	

直
生
（
一
の
十
二
）

【
ラ
ク
ロ
ス
部
】

▼A
utum

n	C
up ‚14

２
部
リ
ー
グ

予
選
ブ
ロ
ッ
ク

４
位

【

書

道

部

】

▼
大
東
文
化
大
学
主
催

第
56
回　

全
国
書
道
展

金
賞

横
田	

菜
緒
（
三
の
六
）

▼
第
43
回　

私
学
文
化
祭

埼
玉
県
奨
励
賞

柴
﨑	

理
与
（
二
の
三
）

題
字
コ
ン
ク
ー
ル

優
秀
賞

杉
田	

さ
く
ら
（
二
の
十
）

ク
ラ
ブ
活
動
報
告

祝　国民体育大会入賞 !!
　女子陸上部は今年度、創部以来初と
なる国体入賞を果たした。快挙を成し
遂げた２名に、それぞれ喜びの声を聞
いた。

女 子 陸 上 部

今
回
は
、
県
代
表
と
し
て

ふ
さ
わ
し
い
試
合
を
す
る

こ
と
を
心
が
け
、
納
得
の

い
く
記
録
を
残
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
自

信
に
し
て
、
大
学
で
も
陸

上
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

長崎県立総合運動公園にて 私
が
国
体
で
入
賞
す
る
こ

と
な
ど
、
今
ま
で
想
像
し

た
こ
と
が
な
く
、
厳
し
い

練
習
を
三
年
間
耐
え
て
き

て
、
本
当
に
良
か
っ
た
で

す
。
支
え
て
く
れ
た
す
べ

て
の
人
に
感
謝
し
ま
す
。

長崎がんばらんば国体2014
　結　果

田島　咲華　走幅跳　第６位
（３−６）
平岡麻由美　やり投　第６位
（３−11）

題字コンクール優秀賞
杉田さくら（２−10）

田島　咲華

平岡麻由美

ダ
ン
ス
部

〈清水祐甫『soliste』〉


